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平成22年度東海・北陸地区国立大学等銭術磯員合同研修
(生物・生命)コース
岡井善四郎(第三筏術室)
岡田文男 (第二技術室)
国立大学協会及び東海 ・北陸地区国立大学法人の共催により、平成22年 7月28日(水)から 30
日 (金)の三日間、東海 ・北陸地区の国立大学法人等に所属する技術職員に対し、その職務遂行に
必要な一般的知機、専門的知識および技術等を修習させ、技術職員としての資質の向上を図るとと
もに職員相互の交流に寄与することを目的として開催された.三重大学{津市栗真町屋町 1577)大
学内にある総合研究棟U 1階メディアホールをメイン研修会場に I5機関から 261¥が参加した.
初日は開講式のあと「サメ類筋肉タンパク質の尿素抵抗性jと題して副学長加納哲先生講義 Iが
行われた.講義後は研修受講者全員による職務内容を吉めたプレゼンテーションが一人4分聞の制
限時間で行われた.博士号を取得者が何人か居られた.
2日目は 1日を通して実習を行った.幅広い技術を体験・取得することを目的に、 Aコー ス、 B
コー ス、 Cコースの 3コースが準備されていた。研修受講者は事前に希望をコース選択することに
なっている.
岡井はCコースの「授業に使える食品の加工及び食品衛生基礎知機j を選んだ.この内容は食品
はとても身近な工業製品であるが、その加工を通じておこっている化学変化はあまり知られていな
い。また、食品には安全性が重要であるが、そのために知っておくべき化学的な知織は学ぶ機会が
少ない。本時義では講義及び小麦粉や大豆を主原料とする食品構造の体験を過して、正しい知識を
得ることを目的としている
岡田はAコースの rpCR法を用いた DNA鑑定の体験実習jを行った.ここでは、各自が自分の
頬の裏側の細胞を綿棒でこすり採り、この細胞から染色体DNAを抽出、糟幅し、最終的に父親か
ら来た配列と母親から来た配列を観察した.この実習では、 DNA鑑定における基礎的な技術を習
得することを目的としている.
3日目は午前中講義E、皿が行われた(日程
表参照)0午後から閉鴇式のあと、今回の見学先
は「大日本住友製薬抹式会社鈴鹿工場Jである。
三盛大学からはパスで20分ほどの距障にあり、
静寂な環境で製薬会社として最適な環境にある
と思われた。会議室に招かれ、会社の概要等説
明を受けた後2班に分かれ、順に製造過程を見
学した。ほとんどがロポットなどにより無人化
されていて、室内は除趨が徹底され清潔そのも
のであった.
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